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（
報
道
） 

・
山
本
鼎
画
伯 

肉
弾
三
勇
士
を
描
く 

 

『
東
京
日
日
新
聞
』 

昭
和
七
年
二
十
七
日 

   

奉
納
画
に
な
る 

 

壮
絶
な
最
期 

 

肉
弾
三
勇
士
に
痛
く
感
激
し
て 

山
本
鼎
画
伯
が
描
く 

 

 

写
真
は
山
本
鼎
画
伯
と
古
城
新
聞
班
長
（
手
前
）
ぢ
す
非
常
時 

 

廟
行
鎭

び
ょ
う
こ
う
ち
ん

の
肉
弾
三
勇
士
の
壮
絶
な
る
行
為
は
各
方
面
に
異
常
な
衝
撃
を
与
へ
て
ゐ

る
が
、
春
陽
会
の
重
鎮
山
本
鼎
画
伯
も
い
た
く
感
激
し
、
そ
の
劇
的
な
一
瞬
間
の
光
景

を
絵
に
し
て
永
遠
に
後
世
へ
伝
へ
た
い
と
決
意
し
、
二
十
六
日
同
氏
は
本
社
に
そ
の
材

料
の
提
供
方
を
依
頼
す
る
と
同
時
に
、
午
後
二
時
陸
軍
省
に
古
城
新
聞
班
長
を
訪
ね
、

絵
の
制
作
に
つ
い
て
援
助
を
与
へ
ら
れ
た
い
と
懇
請
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
申
出
を
大
喜

び
で
快
諾
し
た
。
山
本
氏
は
等
身
大
の
大
物
を
描
く
予
定
で
、
五
月
頃
神
宮
絵
画
館
の

壁
画
を
描
き
終
へ
次
第
と
り
か
か
る
は
ず
で
、
完
成
の

暁
あ
か
つ
き

は
本
社
の
手
を
通
じ
て
靖

国
神
社
に
奉
納
し
遊
就
館
に
飾
り
た
い
と
力
こ
ぶ
を
い
れ
て
い
る
。 

 

雪
の
夜
の
劇
的
光
景 

山
本
画
伯
談 

「
あ
の
記
事
を
み
て
非
常
な
シ
ョ
ッ
ク
に
打
た
れ
感
動
し
て
し
ま
つ
た
の
で
す
。
老
父

は
私
の
洋
行
の
時
、
身
を
清
め
て
謹
書
し
た
教
育
勅
語
を
は
な
む
け
に
く
れ
る
ほ
ど
の

愛
国
家
で
す
が
、
父
も
私
も
共
に
感
激
し
、
何
か
三
勇
士
の
た
め
に
し
て
や
る
事
は
な

か
ら
う
か
」
と
考
へ
た
挙
句
、
自
分
の
腕
で
や
る
の
が
一
番
い
い
と
思
ひ
奉
納
画
を
決

意
し
た
の
で
す
。 

 

ク
オ
・
ヴ
ァ
ヂ
ス
の
作
家
シ
エ
ン
キ
ウ
イ
ッ
チ
の
小
説
に
ア
ン
ド
レ
ー
・
ク
ミ
タ
と

い
ふ
勇
士
を
書
い
た
の
が
あ
つ
て
、
昔
そ
れ
を
読
ん
で
感
動
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
れ

は
教
会
の
中
に
た
て
こ
も
つ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
攻
め
て
く
る
軍
勢
を
一
人
で
食
い

止
め
て
ゐ
た
彼
が
、
単
身
敵
地
に
忍
び
込
み
大
砲
の
中
に
火
薬
を
仕
込
ん
で
爆
破
さ
せ

る
と
い
ふ
筋
で
し
た
が
、
今
度
の
三
勇
士
は
到
底
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雪

が
あ
つ
て
薄
月
夜
が
鉄
条
網
を
照
ら
し
て
ゐ
る
、
ひ
そ
み
寄
る
三
勇
士
。
爆
破
す
る
一

瞬―
―

光
景
と
し
て
も
非
常
に
絵
画
的
な
の
で
す
。
あ
あ
い
ふ
場
合
ど
う
い
ふ
服
装
か
、
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行
動
か
等
細
か
い
点
に
つ
い
て
も
よ
く
調
査
し
て
力
を
こ
め
て
描
き
た
い
、
そ
し
て
勇

士
の
霊
を
慰
め
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。」 

『
東
京
日
日
新
聞
』 

昭
和
七
年
二
十
七
日 

 

＊
ヘ
ン
リ
ク
・
シ
ェ
ン
キ
ェ
ー
ヴ
ィ
チ
（
一
八
四
六―

一
九
一
六 

ポ

ー
ラ
ン
ド
の
小
説
家
） 

   

山
本 

鼎
（
や
ま
も
と 

か
な
え
、
一
八
八
年―

一
九
四
六
年
） 

愛
知
県
額
田
郡
岡
崎
町
（
現
・
岡
崎
市
）
出
身
。
十
六
歳
の
時
、
医
師
で
あ
る
父

一
郎
の
診
療
所
開
院
に
伴
っ
て
長
野
県
上
田
市
に
移
り
住
む
。
版
画
を
志
し
木
版
工

房
で
九
年
間
の
年
季
奉
公
を
す
る
。
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
選
科
予
科
に
入
学
す

る
。
在
学
中
、
与
謝
野
鉄
幹
主
宰
の
雑
誌
『
明
星
』
に
刀
画
《
漁
夫
》
を
発
表
し
、

従
来
の
版
画
に
な
い
新
鮮
さ
を
示
し
、
新
進
気
鋭
の
版
画
家
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

自
画
、
自
刻
、
自
摺
の
画
期
的
な
創
作
版
画
で
あ
っ
た
。
東
京
美
術
学
校
卒
業
後
、

創
作
版
画
を
手
掛
け
る
一
方
、
雑
誌
に
さ
し
絵
や
文
章
を
投
稿
す
る
。
美
術
学
校
在

学
中
に
知
遇
を
広
め
た
石
井
柏
亭
、
森
田
恒
友
等
と
美
術
文
芸
雑
誌
『
方
寸
』
を
創

刊
し
、
美
術
、
文
芸
の
分
野
に
独
特
の
地
歩
を
築
い
た
。
ま
た
『
方
寸
』
の
発
起
人

の
一
人
と
し
て
「
パ
ン
の
会
」
を
発
足
さ
せ
、
フ
ラ
ン
ス
、
パ
リ
の
美
術
・
文
芸
振

興
運
動
に
倣
っ
た
こ
の
集
ま
り
に
は
、
石
井
柏
亭
、
森
田
恒
友
、
倉
田
白
羊
な
ど
の

『
方
寸
』
同
人
と
と
も
に
、
北
原
白
秋
、
木
下
杢
太
郎
ら
が
メ
ン
バ
ー
に
い
た
。
大

正
元
年
（
一
九
一
二
年
）
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
五
年
間
の
滞
欧
生
活
を
経
て
帰
国
。

翌
年
、
日
本
美
術
院
洋
画
部
の
同
人
に
推
挙
さ
れ
、
そ
の
年
の
美
術
院
展
に
《
サ
ー

ニ
ャ
》（
大
原
美
術
館
蔵
）
な
ど
を
出
品
し
て
好
評
を
博
す
る
。
大
正
十
一
年
の
春
陽

会
の
創
立
に
加
わ
る
と
と
も
に
、
第
二
の
故
郷
と
も
言
え
る
信
州
の
地
で
、
児
童
自

由
画
運
動
、
農
民
美
術
運
動
を
手
掛
け
る
な
ど
、
美
術
の
大
衆
化
、
民
衆
芸
術
運
動

の
促
進
に
尽
す
。
長
男
は
詩
人
の
山
本
太
郎
。
画
家
で
詩
人
の
村
山
槐
多
は
従
弟
。 
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